












院大学記念センターのもとでの事務室 ・ 展示室 ・















201 1 年度解体予定）は翌 1 909 年に、敷地外の

















そして 1 933 （昭和 8 ）年、 27 年に歩兵第六十
連隊跡地（現豊橋校舎北半分）に新設されていた
陸軍教導学校が拡張された こと により、 同学校本











の努力と市当局の協力により 1946 （昭和 21）年
1 1 月に設立が認可された愛知大学で、従来の機能
を生かした形で本館に転用されたことによりよみが











も、 1988 （昭和 63）年の名古屋校舎三好キャン
パス開校以後は岡本部に比べ機能性や居住性で見
劣りしはじめたのに加え、各部の老朽化や陳腐化











〔別表 1 〕愛知大学での大学記念館（旧本館）保存決定、活用までの経緯（1990 年代）
年 月・時期 事 項
1990 夏 施す設る検か討の検委討員会を、は「じ本め館るの状態は極めて危険」 との学内調査結果をうけ、本館を取り壊すか、保存
91 6 中旬 評議会で本館の建替え計画が議題に
6 下旬 学内一部教員、本館保存を求め学長に要望書を提出するとともに、署名運動を展開
7 飯活用田喜を四求郎め名る所古屋見大を愛名営知教大授学長、本に館提出をはじめとする豊橋校舎構内の「旧第 15 師団施設の遺構」 の
1 専と結門機論）関をの大文学化側財に建提造出物保存技術協会、「愛知大学本館の保存等に関する調査報告書」（保存可能
92 5 学（文部末長資会料議①で。教「保職員存対し象たのい木「豊造橋建校物舎」木で造は建短物大本に関館がするトアップン）ケート」 集計結果を発表





94 3 旧軍木造建物の短大4号館取壊し（翌年 2 月、跡地に梢風館竣工）
10 豊橋校は保舎留施）設委員会、新本館の建設位置を本館北側に変更することを策定（研究所棟の処遇について















（コピー。 1 908 年頃作製、 「虫橋市図書館蔵書」。
筆者個人が外部より譲受）






（コピー。 1 908 年以前作製、広田長平氏寄贈）





























(I 946 年 8 月 l 日、 『愛知大学五十年史資料編』
所収）
第 1 3 項「土地建物使用計画書」の「内訳」 に、
事務室ほか「木造二階建」建物の各用途や室
数 ・ 坪数、 それに各部屋が l 階 ・ 2 階のどちら
にあるかを記載（55 ～ 56 頁） 。
ぷあ 豊橋の愛知大本館
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(1951 ・ 53 ・ 55 年度版）
本館のレイアウトを、 l 階は 「事務局」、 2 階は
「研究室」の一覧（’5 1 年度版はいずれも 「研究
室」） として記載。









年 1 0 月）
本館の概要 ・ 現状 ・ 耐力度や、保存する場合の























































































ヨEヨョ－ 名 編著者 刊行年 版元
東海の近代建築 日本建築学会東海支部 1981 中日新聞本社歴史意匠委員会
豊橋の史跡と文化財 豊橋市教育委員会 1981 
近代を歩く いまも息づく 東海近代遺産研究会 1994 ひ（く資ま料の③出）版東海の建築・土木遺産
図説東三河の歴史下巻 滝川元雄編集責任 1996 郷土出版社
愛知の戦争遺跡ガイド あいち・平和のための 1997 戦争展実行委員会
愛知県史別編 愛編知さ県史 2006 文イじ財 I 建造物・史跡 ん委員会
戦争遺跡を歩く 太平洋戦争研究会 2006 ビジネス社





































所属 対象者 回答者 ｛ママ）回答率（%）
文学 32 10 31% 
経済 27 12 44% 
盛 教養 31 9 29% 
市青 短大 15 I I 73% 
事務 97 36 37% 
計 202 78 39% 
法 25 6 24% 
名 経営 22 6 27% 
古 教養 27 3 11% 
屋 事務 45 4 9% 
計 119 19 16% 
車 事務 9 。 0% 
道 9 。 0% 
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石井吉也殿 平成4年 7 月 16 日
愛知大学本館を旧軍史跡として保存されたき旨の陳情書
数年来、愛知大学豊橋校舎の本館をはじめとする旧軍の建築物につき、取壊しか、移転
保存かについてご検討の由、承っております。ご承知の通り、本館は明治 38 年 7 月、第
15 師団の編成にあたり建築され、その後大正 14 年 5 月に第 15 師団は廃止されましたが、
昭和 2 年 8 月に豊橋陸軍教導学校が開校されました。その後の旧軍の制度改正により、昭
和 13 年 4 月 10 日豊橋陸軍予備士官学校として使用され、昭和 20 年の終戦まで旧軍の中
堅下士官及び将校の養成学校として、重要な役割を果たしてきました。


























資料③ 〔前掲『近代を歩く』 1 16 頁での記述〕







これら一連の施設は、明治 40 年に大林組の請負で着工、 42 年 5 月に完工した。加藤十
次郎など地元の建築業者も多く参加、なかでも地元資本で設立された牟呂組はセメントな





玄関を突出させ、 l 、 2 階の境にはスジを入れた胴蛇腹を付け、 J:li；ょうな風格を見せ
ている。
大学から北へ 5 百江離れた丘の師団長官舎は、大学公館である。和館と洋館を巧みに組
み合わせた洋風建築で、大正 6 年に師団長として久遜宮邦彦が着任している。
愛知大学は、歴史的建造物の活用で、潤いのある個性的な環境を生み出し、成功してい
る数少ない例である。ところが、これらの施設を取り壊すことも、検討中と伝えられる。
日本建築学会の内部には「文化財指定の価値がある」と、保存を求める声が強い。
（畔柳武司）
〔縦書きの原文を横書・きで表記するにあたり、
一部i英数字を算用数字に改めました〕
